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学あ　　と３年ほどで築20年となる我が家。あちこち
ガタがきているのですが、玄関のドアホンも呼び鈴
は鳴るものの、画像が映らなくなっています。これ
では誰がブザーを押したか分からないため、そろそ
ろ新型に変えようかと物色しているところです。
　最近はさまざまなメーカーからいろいろな機種が
出ており、アパート・マンションに最適な無線
LAN接続で配線不要のドアカメラや、フルハイビ
ジョン並みの高画質で来訪者の動画を記録できるタ
イプまであり、動画を残せるのは防犯対策にも最適
でしょう。また、無線LANにつなげられるという
ことは、外出先からでもスマホで応対できるため、
宅配便の再配達日時をリアルタイムで伝えることも
できます。我が家のドアホンカメラはモノクロだっ
たため、それがカラーになるだけでもずいぶん違う
のに、録画機能だの、スマホ応対だの、ガス漏れ・
火災警報機能だの、IoT技術の進化に感心している
ところです。狭いながらも３階建てとしては、子機
がリモコンみたいに持ち運びできるのも魅力。目移
りして困っています。� （Y.H）

　　生時代に工事や荷物運びといった体を使うアル
バイトをしていました。もちろん、作業服やヘル
メット等着用です。当時の作業服はそれぞれの作業
に適した機能性重視で、デザインや色は限られたも
のでした。何年か前に、現場向けの作業服や工具等
を専門に扱っているＷMという店に行った時、カラ
フルなスニーカータイプの安全靴を見つけました。
最近でこそ、安全靴に限らずカラフルな作業服もあ
るようですが、その時は自身の固定観念の外側の世
界に、少なからずカルチャーショックを受けました。
　さて、時代はさらに進み、シンプルなデザイン、
機能性、低価格が人気を博して、作業用のシューズ、
防寒具、作業服等を釣りやアウトドア向けに着る人
や、タウンウェアとして着る「ＷM女子」と称する
女性が増えているそうで、それ用にデザインされた
商品や、ＷMの店舗もあるようです。
　ここにきて、スポーツウェアをタウンウェアとし
て着ている人をよく見かけるようになり、市民権を
得たような感じですが、そのうち作業服も市民権を
得る日が来るのでしょうか。� （I.O）


